
平成 30年 5月 15日 
 

屋外活動の実施判断基準について 
 
江戸川区ラグビースクール生が安全にミニラグビーを楽しむため、練習及びその他活動を

屋外で実施するにあたっては、気象環境に十分な注意を払う必要があります。 
ついては、当スクールの活動実施の判断基準を各種機関の指針などを参考に次の通りとし

ます。 
 

記 
 
１、熱中症の予防 

① ＷＢＧＴ（湿球黒球温度）３１℃以上は原則中止とする。 
＊参考	 気温３５℃以上	 原則中止区分 

 
② 同３１℃未満であっても、日射しが強く、無風	 多湿などの時は練習時間の短縮等

を考える 
＊参考	 気温３１℃～３５℃	 厳重警戒区分 

 
２、悪天候の対応 

① 	 雷	 突風	 雹（ひょう）などの予報がある場合、またはそれらの兆候があるとき

は、その時点で中止を判断する。 
 
３、体調不良者の対応 

① 活動前にスクール生個々の状態	 体調を確認し、発熱や食欲不振、 
睡眠不足などの異常があるときは、練習等への参加は見合わせる。 
（見学あるいは帰宅を判断する） 
 
 
＊１，２は当ラグビースクール単独の場合の判断と 
	 交流会においての各スクールとの協議判断 
	 公式戦での主催者側の判断 
	 それぞれの判断により対応が異なると考えます。 

 
 
 



 
以上 

 


